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まえがき＝KOBELCOグループは，鉄鋼材料，アルミ，
銅，チタンなどの非鉄材料，溶接材料などの多岐にわた
る素材を有する特徴あるメーカとして，自動車，航空機，
造船，鉄道，食品容器，エレクトロニクス，建築土木な
どを主なお客様としている。特徴ある技術・製品・サー
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術を構築し，高清浄度化や鋳塊品質向上を図っている。
　健全な鋳塊を得るには，溶解鋳造段階でガスや介在物
の少ない清浄な溶湯を作る必要がある。品質不良の原因
となるH2ガス，水蒸気，CO2ガスなどを極力排除するべ
く，原料から設備，炉内雰囲気まで管理し高品質な製品
製造に対応している。また，連続鋳造では熱間圧延を前
提にして，断面が矩形で長さが 4～6 mの鋳塊を製作し
ている。鋳塊品質に関わる鋳型の設計や鋳造条件につい
て，旧来は経験やトライアンドエラーによるところが大
きかったが，最近は凝固・熱応力解析技術の進歩により，
シミュレーションによってモール4
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に装入し高効率で均質に溶解する技術（神戸法）を実用
化し，これにより溶解所要時間を50




